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【平成20年度・前期学期・マクロ経済学Ｉ・中間試験】
☆　【問1】～【問４】は多肢選択問題です。解答用紙に、問題に対してもっとも適当な選択肢をひとつだけ記入してください。

【問1】 ある国の一人当たりＧＤＰの成長率が過去平均2.5％であったとする。この国の一人当たりＧＤＰの平均成長率がこれからも変化しないと過程すると、この国の一人当たりＧＤＰが2倍になるまでにかかる年数として最も適当なものをひとつ選びなさい。
(1) 　2.8年　　　　　（イ）12.8年　　　　　（ウ）28年　　　　（エ）38年　　　(オ)52年



【問2】 ある国のＧＤＰとＧＤＰデフレーター（価格指標）が次のように与えられているとき、後の選択肢のなかで正しいものをひとつ選びなさい。
	年
	ＧＤＰ
	ＧＤＰデフレーター

	2000
	600
	100

	2001
	680
	98


(1) この経済の実質ＧＤＰを計算するには、2001年を基準年とするのが良い。

(2) この経済は、2000年から2001年でインフレを経験した。

(3) この経済の実質ＧＤＰは2001年には2000年よりも縮小した。

(4) この経済のＧＤＰデフレーターは2000年と2001年で異なる財のバスケットを用いて計算されている。

(5) 上の（ア）～（エ）はすべて誤りである。
【問3】 ＧＤＰについて正しいものを次の選択肢のなかからひとつ選びなさい。
(1) 名目ＧＤＰは、実質ＧＤＰから価格変化の影響を取り除いたものである。

(2) ＧＤＰには、海外で働く日本人の所得が算入される。

(3) ＧＤＰは、フロー変数である。
(4) ＧＤＰには、家庭内労働が市場で取引されたと仮定して所得を計算している。

(5) 上の（ア）～（エ）はすべて誤りである。
【問4】 つぎの例で示されている財のうち、中間財とならないものはどれか一つ選びなさい。

(1) 消費者が自宅で利用するために販売されたペンキ

(2) 自動車製造会社に販売されたタイヤ

(3) 農家に販売された農薬

(4) 印刷会社に販売された印刷用紙

(5) 上の（ア）～（エ）すべてが中間財とならない。

【問5】 次の各語について２～3行程度で説明しなさい。
(1) フローとストック

(2) 独立投資

(3) 潜在生産高（＝完全雇用生産高）
(4) 景気動向指数

【問6】 ある経済が閉鎖経済で、民間部門および政府部門によって構成されている。また、
次のよう、この経済の財の市場を表す式が与えられている。これらについて後

の問に答えなさい。

消費関数：C＝30+0.6Y

独立投資：I＝20
政府支出：G＝10
但し、C は消費支出、I は投資支出、Y は総所得であるとする。

 (ア) 基礎消費はいくらになるか、また限界消費性向（MPC）はいくつであるか特定しなさい。

(イ) この経済の総需要（AD）を表わしなさい。

(ウ) この経済の均衡条件を数式であらわし、均衡国民所得を求めなさい。

(エ) この経済の潜在生産高が200であったとする。このとき、市場はどのような状

態にあるか説明しなさい。

(オ) 今、独立投資がI´＝28 に上昇した。この時新しい均衡国民所得はいくらになるか計算しなさい。

(カ) この経済における乗数はいくつか示しなさい。
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